
表
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
項
中

を

に
改
め
る
。

「

「

」

イ

一
級

実
技
試
験

ロ

二
級

実
技
試
験

学
科
試
験

二
〇
、
〇
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

四
、
二
〇
〇
円

イ

一
級

実
技
試
験

ロ

二
級

実
技
試
験

学
科
試
験

ハ

三
級

実
技
試
験

学
科
試
験

二
〇
、
〇
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

四
、
二
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

」

表
金
融
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

着
付
け

一
般
社
団
法
人
全
日
本
着
付
け
技
能
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
次
の
試
験
に
係
る
も
の

一

一
級

実
技
試
験

一
八
、
五
〇
〇
円

学
科
試
験

八
、
九
〇
〇
円

二

二
級

実
技
試
験

一
六
、
七
〇
〇
円

学
科
試
験

八
、
九
〇
〇
円

平成™™年™月˜日 月曜日 第œ™›š号官 報
〇
財
務
省
告
示
第
三
十
五
号

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お

け
る
保
管
金
取
扱
規
程
等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成

十
七
年
財
務
省
令
第
五
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
指
定

す
る
各
省
各
庁
の
長
が
保
管
す
る
現
金
及
び
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
歳
入
歳
出
外
現
金
出

納
官
吏
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
七
年
三
月
財
務
省
告
示

第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

財
務
大
臣

菅

人

表
供
託
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
一
条

の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
供
託
金
の
項
中
「
、
さ
い
た
ま

地
方
法
務
局
川
口
出
張
所
及
び
山
口
地
方
法
務
局
柳
井
出

張
所
」
を
「
及
び
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
口
出
張
所
」

に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
三
十
六
号

税
関
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
六
十

四
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
税
関

関
係
手
数
料
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子

情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
定
め
る

件
（
平
成
十
六
年
三
月
財
務
省
告
示
第
百
八
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

二
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

財
務
大
臣

菅

人

本
則
中
「
又
は
税
関
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に

お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成

十
五
年
財
務
省
令
第
七
号
）
第
四
条
第
二
項
（
電
子
情
報

処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
提

供
を
受
け
た
者
」
を
削
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
三
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
手
数
料
の
金
額
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
四
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
第
一
号
た
だ
し
書
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十

三
号
）
別
表
６
及
び
14
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
病
院
及
び
調
整
係
数
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日

か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
の
適
用
の
際
現
に
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病

院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
病
院
及
び
調
整
係
数
別
表
1131
の
項
に
規
定
す
る
三
浦
市
立
病
院
に
入
院
し

て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
告
示
の
適
用
の
日
以
降
引
き
続
き
当
該
病
院
に
入
院
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規

定
は
、
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
中
1131
の
項
を
削
り
、
1132
の
項
を
1131
の
項
と
し
、
1133
の
項
か
ら
1284
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認

定
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

平
成
二
十
二
年
一
月
十
三
日

第
百
十
一
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

海
外
貨
物
検
査
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋

兜
町
十
五
番
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

生
産
情
報
公
表
農
産
物
及
び
生
産
情
報
公
表
加
工
食

品
四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内
及
び
外
国

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
十
五
番
六
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百

五
号
（
み
な
み
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の
限
度
の
割
当

て
の
基
準
を
定
め
る
件
）
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
み

な
み
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の
限
度
の
合
計
の
上
限
と

し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
量
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
二
年
二
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

平
成
二
十
二
年
の
み
な
み
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の

限
度
の
合
計
の
上
限
は
、
二
千
二
百
ト
ン
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省

環

境

省
告
示
第
二
号

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ヘ
ル
ペ
ス
テ
ス
・
ヤ

ヴ
ァ
ニ
ク
ス
（
ジ
ャ
ワ
マ
ン
グ
ー
ス
）
の
防
除
に
関
す
る

件
（
平
成
十
七
年
六
月
農
林
水
産
省

環

境

省
告
示
第
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

２
中
「
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
及
び
沖
縄
県
沖
縄
島
」
を

「
全
国
」
に
改
め
る
。

４
の
一
中「
地
域
ご
と
に
、」の
下
に「
ヘ
ル
ペ
ス
テ
ス
・

ヤ
ヴ
ァ
ニ
ク
ス
（
ジ
ャ
ワ
マ
ン
グ
ー
ス
。以
下
単
に「
ジ
ャ

ワ
マ
ン
グ
ー
ス
」
と
い
う
。）が
既
に
ま
ん
延
し
て
い
る
場

合
に
は
被
害
の
状
況
に
応
じ
て
完
全
排
除
又
は
影
響
の
低

減
を
図
る
こ
と
、
ジ
ャ
ワ
マ
ン
グ
ー
ス
が
今
後
被
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
監
視
に
努
め
る
と
と

も
に
予
防
的
な
防
除
を
行
う
こ
と
等
の
」
を
加
え
、
４
の

一
の
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

全
国
的
な
観
点
か
ら
希
少
な
生
物
の
生
息
地
若

し
く
は
生
育
地
又
は
地
域
特
有
の
生
物
相
を
有
す

る
地
域

ロ

地
域
的
な
観
点
か
ら
希
少
な
生
物
の
生
息
地
若

し
く
は
生
育
地
又
は
地
域
特
有
の
生
物
相
を
有
す

る
地
域

４
の
一
の
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

そ
の
他
の
地
域
（
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
地
域
に

被
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
防
除
の
必

要
性
を
検
討
す
る
地
域
）

５
の
一
の
ロ
中
「
得
る
た
め
、」の
下
に
「
必
要
に
応
じ

て
」
を
加
え
る
。
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